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亜急性毒性・亜慢性毒性情報の入手方法に 

関するテクニカルガイダンス 

 

 

 
 

 

１）AEGL (Acute Exposure Guideline Level) 1, 2, 3 

米国環境保護庁（Environmental Protection Agency: EPA）、米国研究協議会（National 

Research Council: NRC）および米国顧問委員会（National Advisory Committee: NAC）によっ

て、以下のことを目的として、AEGL (Acute Exposure Guideline Level)は開発された。 

① 工場の爆発・火災などの事故や自然災害によって大気中に放出された場合の潜在的

なリスクを測るため 

② 様々な短期曝露での健康被害を特定するため 

③ 様々ある急性曝露濃度レベルの信頼性・妥当性を向上するため 

④ 工場の爆発・火災などの事故や自然災害によって大気中に放出された場合に、対策

や対応できるように計画するため 

⑤ ステークホルダー間で負担を共有するため 

                                                  
1 Daniel Krewski, Kulbir Bakshi , Roger Garrett, Ernest Falke , George Rusch and David Gaylor、

Development of acute exposure guideline levels for airborne exposures to hazardous substances、
Regulatory Toxicology and Pharmacology, Volume 39, Issue 2, April 2004, Pages 184-201 

2 United States Environmental Protection Agency (U.S.EPA)、The Development of Acute 
Exposure Guideline Levels (AEGLs)、（http://www.epa.gov/opptintr/aegl/） 

3 National Research Council (NRC)、Standing Operating Procedures for Developing Acute 
Exposure Guideline Levels for Hazardous Chemicals (SOP) 

【概要】 

国外での急性・亜急性・亜慢性毒性に関する情報の調査の結果、アメリカでは

主に７種類の排出源近傍ヒト健康影響に対する許容濃度等が示されていること

がわかった。さらにヨーロッパでは、EU に加盟している 15 カ国に適用されてい

るものや各国等で定められたものを含めると3機関から排出源近傍ヒト健康影響

に対する許容濃度等が示されていることがわかった。主な諸外国における排出源

近傍ヒト健康影響に対する許容濃度等の定義を示し、また、それぞれのガイドラ

イン値を算出する際に用いられた、急性・亜急性等の毒性情報源を整理した。こ

れらには、急性毒性情報は多くの記載があるが、亜急性・亜慢性毒性情報は比較

的情報が少ないことがわかった。 

2010/03/10　横浜国立大学　大学院環境情報研究院／安心・安全の科学研究教育センター



2 

 

AEGL の特徴は一つの化学物質に対して想定する健康被害によって 3 つのレベル

（AEGL-1、AEGL-2、AEGL-3）と、それぞれ 5 つの曝露時間（10、30min、1、4、8hr）に

分類していることである。ここで AEGL-1 より低い濃度では不快・刺激が起きないという

わけではなく、一過性で非障害的な臭気や味覚の影響が生じる可能性があるとされている。

さらに濃度が AEGL を超えた場合でも、想定した健康被害が全てのヒトに対して起きるこ

とは意味していないとしている。一般に、AEGL を超えた場合、感受性の高いヒト（幼児、

子供、じん肺・肺気腫などの肺機能や肝機能、心機能、免疫機能の抵抗力が弱まったヒト）

に対して影響が出やすくなるとされている。 

 また、AEGL は定められた値が信頼できるかどうかによって次の 4 つに分類されている。 

① Draft AEGL  

AEGL は、様々な情報源・文献・毒性試験結果から NRC のガイドラインに従って定

められる。始めにこのガイドラインに従って暫定的に定められた AEGL のことを

Draft AEGL と言う。Draft AEGL は NAC の AEGL についての委員会で修正され妥当

性が認められると Proposal AEGL に認められる。 

② Proposal AEGL  

Draft AEGL のうち論理的な根拠が有り、委員会で 3 分の 2 以上の合意が得られた場

合、Proposal AEGL と認められる。 

③ Interim AEGL  

Proposal AEGL に対して寄せられたパブリックコメント等を NAC の AEGL について

の委員会で再度検討され妥当性が認められると Interim AEGL に認められる。 

④ Final AEGL 

Interim AEGL のうち、委員会で承認された AEGL が Final AEGL となる。最も信頼性

の高い AEGL となる。 

また、情報の信頼性については、米国エネルギー省（Department Of Energy: DOE）は、

AEGL が ERPG、TEEL より信頼性が高いと述べている。 

 

２）ERPG (Emergency Response and Planning Guideline) 4 

 米国産業衛生協会(American Industrial Hygiene Association: AIHA)によって、以下の二つを

目的として 1988 年に開発された。 

① 緊急時の対応について計画するため 

② 事故防止の妥当性を判断するため 

ERPG の特徴は、一つの化学物質に対して想定する健康被害によって 3つのレベル（ERPG-1、

ERPG-2、ERPG-3）と、曝露時間は 1hr のみで評価されていることである。 

ERPG では、全てのヒトに対して適用できる濃度を定めているのではないため、感受性

                                                  
4 American Industrial Hygiene Association (AIHA), Procedures and Responsibilities 
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の非常に高いヒトに対しては ERPG 以下の濃度でも表 1 のような現象が現れる可能性があ

るとされている。さらに、ERPG は緊急時の対応についてのガイドラインであり、安全係

数が考慮されている。また、DOE では情報の信頼性は AEGL、ERPG、TEEL の中で、AEGL

についで信頼性が高いとしている。 

 

３）IDLH (Immediately Dangerous to Life and Health) 5 

労働者の生命を守るために米国産業衛生協会（American Industrial Hygiene Association: 

AIHA）が、米国立安全衛生研究所（National Institute for Occupational Safety and Health:  

NIOSH）の呼吸器用保護具の選択基準を支援する目的で改定した。 

 IDLH が想定しているシナリオは「作業環境において事故等が起こった場合、体重 70kg

のヒトが呼吸器用保護具等を使用しないで生命または健康に影響を及ぼさないで 30 分以

内でその作業環境から自力で脱出することができる」である。従って「30 分以内に助けが

来るまでその作業環境に留まることができる」ということではなく、「30 分以内に作業環

境から脱出できること」を想定しているので、眼刺激性、皮膚刺激性や他の有害な影響（方

向が分からなくなったり、運動失調になったりなど）について値を定めている。 

 

４）TEEL (Temporary Emergency Exposure Level) 6 

アメリカでは急性曝露濃度レベルは AEGL や ERPG などで定められているが、物質数が

少ない（AEGL は 197 物質、ERPG は 220 物質）という問題点がある。そこで DOE は AEGL

や ERPG が定められるまでの一時的な値として TEEL（Temporary Emergency Exposure 

Level）を開発し 2000 物質以上について値を定めたものである。 

TEEL の特徴は一つの化学物質に対して想定する健康被害によって 4 つのレベル

（TEEL-0、 TEEL-1、TEEL-2、TEEL-3）と、曝露時間は 15min のみで評価していること

である。TEEL では、全てのヒトに対して適用できる濃度を定めているのではなく、感受

性の非常に高いヒトに対しては TEEL 以下の濃度でも表 1 のような現象が現れる可能性が

あるとされている。 

 

５）AETL (Acute Exposure Threshold Level) 7, 8 

EU では、Seveso2 指令（EU 大規模災害事故指令 92/82/EC）が加盟 15 カ国に適用されて

                                                  
5 National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH)、IDLH のホームページ、

（http://www.cdc.gov/niosh/idlh/idlh-1.html） 
6 United States Department Of Energy (DOE)、TEEL のホームページ（http://www.hss.energy.gov/ 

HealthSafety/WSHP/chem_safety/teel.html） 
7 Maureen Wood, Annick Pichard, Ursula Gundert-Remy, Christianus de Rooij and Sylvie M. 

Tissot, The AETL methodology as a potential solution to current challenges associated with the 
development and use of acute exposure levels in Seveso II applications, Journal of Hazardous 
Materials, Volume 133, Issues 1-3, 20 May 2006, Pages 8-15 

8 ACUTe EXposure project（ACUTEX）、METHODOLOGY TO DEVELOP AETLs 
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おり、これを実施するため、ACUTEX（ACUTe Exposure）project を設立した。 

ACUTEX project とは、 

① ヨーロッパにおける科学者や一般市民などのステークホルダーに対し、広く受け

入れられ、手助けになる方法になること 

② Seveso2 指令が公平かつ透明性のある指令になること 

③ 独自の急性曝露濃度レベルの開発方法が、将来、国際的な基準となること 

という大目標を達成するためのプロジェクトである。様々な機関から急性曝露ガイドライ

ンを集め、急性曝露濃度レベルの開発のために相互に協力し、EU 独自の急性曝露濃度レ

ベルである AETL(acute exposure threshold level)を開発するプロジェクトである。 

このプロジェクトが立ち上げられた理由には、AEGL があまりにも安全側で決められて

いること、AEGL の手法が Seveso2 指令に基づく緊急時の対応や土地利用計画に応用でき

ること、および EU 内で急性曝露ガイドラインの調和をはかることなども挙げられる。 

さらに、AETL の特徴は一つの化学物質に対して想定する健康被害によって 5 つのレベ

ルと、それぞれ 6 つの曝露時間（10、30min、1、2、4、8hr）に分類していることである。

AETL では、全てのヒトに対して適用できる濃度を定めているのではなく、感受性の非常

に高いヒトに対しては AETL 以下の濃度でも表 1 のような現象が現れる可能性があるとさ

れている。また、ACUTEX project は AETL を EU 内での事故時等を想定したヒトに対する

影響濃度の基準にしようとする計画なので、信頼性は高いと考えられる。 

 

６）EEI (Emergency Exposure Indices) 

セベソ事件を契機として、1991 年に欧州化学物質生態毒性・毒性センター(European 

Centre for Ecotoxicology and Toxicology of Chemicals: ECETOC)によって事故時などの緊急時

の計画について対応するために開発された。 

EEI の特徴は一つの化学物質に対して想定する健康被害によって 3 つのレベルと、それ

ぞれ 3 つの曝露時間（10、30、60min）に分類していることである。EEI は事故が発生した

際に被害者の保護に焦点を当てているため、ヒトに対して悪影響が現れる濃度とは違い、

避難の可否やファーストエイドを受ければ回復できる値を設定している。 

 

 

７）DTL (Dangerous Toxic Load) 9 

イギリス安全衛生庁(Health and Safety Executive: HSE)が土地利用計画について応用する

ことを目的として開発された。DTL は SLOT(Specified Level of Toxicity) DTL と

SLOD(Significant Likelihood of Death) DTL の二種類ある。 

 

                                                  
9 Health and Safety Executive (HSE)のホームページ（http://www.hse.gov.uk/hid/haztox.htm） 

2010/03/10　横浜国立大学　大学院環境情報研究院／安心・安全の科学研究教育センター



5 

 

表 1 ガイドライン値等ごとの各レベルとその定義 
名称 各レベル 定義 曝露時間

AEGL-1
不快・刺激等が予測される物質濃度
ただし一時的なもので曝露の中止と同時に回復しうる

AEGL-2
不可逆的または長期にわたる
有害な健康被害が予測される濃度

AEGL-3
生命が脅かされる健康影響
または死亡すると予測される物質濃度

ERPG-1 60分曝露で不快感やわずかな刺激が生じない最大濃度

ERPG-2
60分曝露で恒久的な健康影響や
行動能力の低下が生じない最大濃度

ERPG-3 60分曝露で致死または恒久的な障害が生じない最大濃度

IDLH -
30分以内に脱出不能な状態
あるいは可逆的な健康障害をきたすことなく脱出できる限界
濃度

30分

TEEL-0 15分曝露でほとんどの人に健康影響が出ない濃度

TEEL-1 15分曝露で不快感やわずかな刺激が生じない最大濃度

TEEL-2
15分曝露で恒久的な健康影響や
行動能力の低下が生じない最大濃度

TEEL-3 15分曝露で致死または恒久的な障害が生じない最大濃度

LDSA
(Level of Distinct Sensory Awareness)

非障害的な臭気等が生じる濃度

AETL-1 曝露で不快感やわずかな刺激が生じない最大濃度

AETL-2 不可逆または深刻な悪影響が生じない最大濃度

AETL-3b
生命が脅かされる健康影響
または致死が生じない最大濃度

AETL-3a 一定の割合(1,5,50%)で死者が出る濃度

EEI-1 15,30,60分曝露で不快感が生じない最大濃度

EEI-2
15,30,60分曝露で恒久的な健康影響や
行動能力の低下が生じない最大濃度

EEI-3
15,30,60分曝露で致死または
恒久的な障害が生じない最大濃度

SLOT

曝露した人の殆どに深刻な悪影響が生じ、
何らかの治療を必要とする濃度。
一部の人に恒久的な健康影響が生じ、
長期的な治療を必要とする濃度。
または致死が生じない最大濃度。

SLOD 曝露した人のうち50％が死亡してしまう濃度

AEGL

ERPG

TEEL

10,30分,1,4,8時間

1時間

15分

EEI

DTL

AETL 10,30分,1,2,4,8時間

15,30分,1時間

-
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